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　As　one 　of 　thc　causes 　of 　malpracnce 　in　connection 　with 　ir軋iection，　a　lack　of　knowledge　regard 且ng 　medical 　sup

−

plies　has　bccn 　obser 、
・cd ，　and 　thercfore　more 　prccise　informatioil　needs 　to　be　provided　to　medical 　

workers
　
by

pharmacists ．　In　order 　to　orfer 　thc　inf〔エmnation 　of 　medical 　supp ］ie〜 10　a　medicnl 　workcr 　and 　qualitatlvely　
impl’ove

injection　audits ，　we 　attempted 　to　develop　an 　i叺iection　expenditure 　system 　which 　added 　an 　injecti〔〕n 　
informatlon

system （1he　amou11 【 of 　e・lectrolyte　and 　the　capaclty （〕f　infusion　infornlation　system ，　a　compatibility 　info【
・
matioll

systern 　and 　cautions 　in【brrnation　system 　at　the　time 　of　dissolutioい t〔）mge ）and 　an 　i奎1jectlon 　audit 　auxill 訂 y　sys −

tem （a 　patient　mon 玉tor　system 　and 　tllc　former 　patient　check 　system 　lbr　cancer 　chemothc1
’
apy ）．　In　this　study ，　the

effects 　 of　the　injection 　ini
’
ormatien 　and 　audlt 　auxiliary 　system 　on 　the　rational 　usc 　of 　injectio且1　were 　evaluated ・

Comp と  d　with 　the　rormer　system ，　it　apPeared 　tha質 hese　systems 　are 　effect 　for　the　iInproved　use
　
of

　
such

　
injec−

tions ．　Simultaneously，　based　oll　a　questionnairc　t〔） nurses ，　it　apPea エed 　that　this　systcm 　also 　prov正des　usefui 　in−

fonn飢 ion　on 　the　infusion　capacity ，　computibili 【y，　thc　method 　for　dissolution　and 　storage 　after　the　dissolutson・

These 　resu ］ts　suggosted 【hat　this　systerll 　is　useful 　for　improving　thc　quality　of ］ife　of 　patients　and 　also 　for　the

prevenUoll　 of　nlalpractice 　suits・

　　κ砂 耀 o厂ds　　 marlagement 　system ，　injection，　injection　expenditurc 　system ・rational 　sue 　of 　
niedicine ・in−

jecti・n　audit 　aUXIIiary 　system
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緒 言

　 山梨 大 学 医 学 部 附属病院 （以 下 ， 当院 と略す）薬 剤 部 で

は ，1995年4 月 よ りカ ートを使用 した 注射薬 の ユ目分個

人セ ッ ト払出を実施 し，1998年 4 月よ り注射薬 自動払出

機 を使用 した 注射薬 の 手技 ・施 用 時刻単位（以 下 ，
RP 単

位 とす る ）袋詁め 払 出を実施す る な ど，注射薬 に よ る 過

誤防止対策 を 目的 と した注射薬院内受払 シ ス テ ム の 構築

に 積極的 に 関わ り運用 して い る
1）．

　 医 療 過 誤 の 原因 と して は
， 医師 の 指示 ミ ス や 申 し送 り

ミス な どの 医療従事者間の 情報伝達 ミ ス に よ る もの の ほ

か に，医師お よ び 看護師の 注射薬 に対す る 情 報 不 足 に 由

来す る 判 断 ミ ス が 挙 げ ら れ て い る
L’1，医師お よ び 看護師

は医薬品を使用 す る 場合 に は 医薬品添付文書 をよ りどこ

ろ と した適正使 用 に努め な け れ ば な ら ない と さ れ て お

り
3），薬剤師 に は 医薬 品適 正 使用 に 関す る 情報 を 医療 ス

タ ッ フ に 適切 に提供す る こ とが 求め られ て い る 4〕．

　 当院 で は 病棟担当薬剤師が ，入 院薬剤管理 指導業務実

施 時 に 医師 ・看護師に 保管，調 製 お よび投 与時 の 注意 事

項 に関す る情報提供 を 実施 して い る が，口頭 に よる 情報

提供や 複数 の 医薬品情報 と混在 して の 情報提供 で は，医

師 ・看護師全員 が すべ て の 薬品 の 情報 を理 解 し記 憶 す る

の は 困難で ある，ま た，当院の 注射オ
ー

ダ リ ン グ シス テ

ム が確実な指示伝達を目 的 と して 手技 お よ び施用 時刻単

位 で の 入力 を採用 して い る こ とか ら，1 日に 複数 回施 用

す る輸液や 抗生 物質 な ど で は 手技お よび 施用時刻 単位 ご

と の 入 力が 必要 とな る，こ の た め 当 院注射 オーダ リン グ

シス テ ム で は，ユ 回最大施用量 チ ェ ッ ク は 可 能 で あ る が

重 複 投 与 チ ェ ッ ク は 困難で あり，注射薬払 出 時 の 薬剤師

の 処方監査 が，医療事故防止 に非常 に重 要 な 位置 を 11
・fめ

て い る．

　 こ れ ら の 状 況 を踏 ま え 薬剤師 に よ る 注射薬監査 の 質的

な 向上 と と もに ，医師お よび 看護師へ の 的確な情報提 供

を 目的 と して ，注射薬情報提供 シ ス テ ム お よ び 注射薬監

査 支援 シ ス テ ム を付加 した 注 射薬 院 内受払 シ ス テ ム を構

築 した，

　本研究 で は，注射薬情報提供 シ ス テ ム お よ び注射薬監

査支援 シス テ ム の 注射薬適正 使 用 お よ び 過 誤 防 止 に 対す

る 有用 性 に つ い て ，看護師 に 対す る ア ン ケート調査 お よ

び薬剤師 の 業務時間変化調査 を もと に検証 し た．

方 法

1， 注射薬情報提供 シ ス テム

　 1 ）電解質量 ・糖質量 ・
輸液量 情報提供 シ ス テ ム

　注射指示せ ん に 電解質量 を出力す る た め 薬剤部電算機

に電 解 質管 理 マ ス タ を作成 した．
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　電解質管理 マ ス タ に は，電 解質管理 マ ス タ 登録変更処

理 画面 （Fig．　D よ り，薬 品 コ ードを 検 索 キ ーと して
，

袋
・バ イ ア ル ・

ア ン プル などの 1容器単位 で の 電解質量

（Na
−
，　 K ＋

，　 Ca21，Mgz
＋

，　 C 「 ，　 SO ，

2−
，　 Lactate，Phos−

phate3
−
，　 Acetate

一
な ど）を mEq 単位 で ，糖 お よ び ア ミ ノ

酸含有量 を mg 単位 で 登録す る ．

　指示単位 が容器単位で な い 場合 に 対応 し，指示容量を

容器 単位 に換算す る 1 容器 の 容量 規格 と単位 の 組合せ を

2 種類登録可 能 と した．

　指示 単位が 「バ ッ グ」や 「ア ン プ ル 」 な ど の 容器単位

の 場合に は，それ ぞ れ の 容器 単位 の 電解質量 を加算 し，

注射指示 せ ん の RP 単位 ご と に 出力す る （Fig．2 −a ）．

　指示単位が容器単位以外 の場 合 に は，指示容量 を指示

単位 に 対応 した容量規格で 除 し，得られ た値 を 各電解質

量 に 乗 じ，電解質量 を計算 し，注射指示せ ん の RP 単位

ご と に 出力す る （Fig．2 −b）．

　また，施用指示時間内 に 均等 に 点滴投与す る た め に 看

護 師 が 単 位 時間投 与量 を 算出す る 支援 と して 輸液総量 を

出力す る ，

　 　 　 電解 質管理 マ ス タ登 録変更処理　　　　　　　　2り021015
薬 品コート　 30943 　　　 楽品名 　ノ、イ カ IJ ノク NC 庄

一H 　l 　 4L

容

器

規

挌

1答器容 量

　 1，4DO
単 位

Mml

コメ ン ト

単位　mEql1 容器当た り｝

成分

KMgLactALe

匸

S ⊂〕4

ア ； ノ酸

電解 質量

lll
搬

計 算 不 要 7 ラ グ ．⊇一

内容確認。正　 PF24 　 誤 　PF キ
ー

選択

　 PFI ：終 r　PFS 、蘂 品検 索　PFIS1 画面取 消　PF2D 　l画 面 修エE　PF24 ：確認

Fig．1．電 解 質管 理 マ ス タ登 録変 更処 理 画面

a＞指示単位が 容器単位の 場 含 の 電 解 質 ・輸液 量出力方法

RP 　　 大 塚 生 食注 100mL

　　　 チ エ ナ ム 点滴用 0．5g
1VlV

Na“　　置7．04　　 、　 Cl
．
　 】5．4 輸液量 　100mL

b） 指示単位 が容 器 単位 以外 の 場 合の 電解 質 ・輸 液量 出力 方法

　 　RP 　 　 大塚 生 食注 100mL 　 　 　 80mL

　　　　　 チ エ ナ ム 点滴 用 059 　　 0．4g

Na
←
　　13．63、　　Cl

．
　 12．32 輸液量 　80mL

Fig．2．電解 質
・
糖質量

・
輸 液 量 の 出 力 方法

N 工工
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　 2） 配合変化情 報 提 供 シス テ ム

　注射
．
せ ん へ の 配 合変化情報を出力す る た め，薬剤部電

算機 に 配 合変 化 管理 マ ス タ を作成 した，配合変化管理 マ

ス タ に は，配 合 変 化管 理 マ ス タ 登録 変 更処 理 画 面

（Fig．3）よ り薬品 コ
ードを キーと して 最大 3薬 品 の 組 み

合 わ せ まで 登 録可 能 と した，ま た，デ ・．一
タ ベ ース は リ レ

ー

シ ョ ナ ル と し，組合せ と な る薬品い ず れ か ら の 検索 も口」
．

能 と した．配含変化情報 は変化 の 程度 に よ り 2 つ に分類

し，直接混合 に よ り配 合変化 を 認 め る が輸 液 中 で の 希釈

混合 に よ り24時間以 内は 変化 が 認め られ な い 組．み 合 わせ

を 「変化 1」 と し，輸液 中 で希釈混合 して も即時 に 変化

す る 薬剤 の 組み 含 わ せ を 「変 化 2」 と して 登 録 し，変化

内容 を漢字 50文字以 内で 登 録 す る．

　配合変化チ ェ ッ ク は，同
．．・RP 内 の 薬剤閭お よび 側管

か ら の 投 与 時 の 輸 液 ル
ー

ト内配 合変化 を考慮 して 注射指

示 せ ん 内全 薬 斉「」問 で 実施 す る ，同
一．・RP 内 に 変 化 1 ま た

は 変化 2 の 組 み 合 わ せ の 薬斉1亅が 併用 さ れ て い る 場 合 に

は，RP ご と に RP 配含変化情報 と して 出力 す る．また，

異 な る RP に 変化 2 の 組 み 合 わせ の 薬 剤 が 処 方 され て い

る場合 に は，注射指示せ ん の 最後 に 処方 配 合変化情報 と

して まとめ て 出力す る ．

　 3 ）溶解操作
・
保管

・施 用 時 の 注 意情報提供 シ ス テ ム

　Table　1 に 示す Tween　80，　 HCO 　60な どの 界面活性剤 を

溶解補助剤 と して 含有し，ポ リ塩化 ビ ニ ル （以 下，PVC

と略す）製輸 液 セ ッ トへ の 医 薬 品 の 収着，も し くは PVC

の 可塑剤 で あ る ジ エ チ ル ヘ キ シ ル フ タ レ
・一ト（以 下，

DEHP と略 す ）の 溶出が 報 告もしくは 懸念 さ れ て い る 注

射 薬 に 対 して は 非 PVC 製輸液 セ ッ トを 添付 して 払 い 出

す と と もに，こ の よ うな溶解操作時，保管時お よ び 施 用

時 の 注意事項な どが詳細 に規定 され て い る注射薬 に対 し

て は，薬 斉「」部 電算機上 に 注意情報管理 マ ス タ を作成 し，

注 射指示せ ん に溶解操作時，保管時お よ び 施用 時 の 注意

情報 を出力 して い る．

配合変 化管理．マ ス タ 登録変更処 理．

票品コ　ト　 コtm ：5 　 ラ シ ノクス’．1．ど OmL’

薬品一］− r 　　3090C，　 V／ イ ト ハ
．レ 庄射 液 3mg

婆 VI
’
ilコート

2馴 ，？ FO1 〜

配合情 報

白 色 1尤殿 ［．セ た し 、K ‡家 生 食 圧 150mL な と 100 ［nL 以

上 の 輸 液 に 尉
tt

に 溶解 し た 場 合 ．24 時 間以 内 は 残 存 ｝

変 f匕区分　　2 　　艮「亅出「変イヒ

蟹 臙 正 PF ・ ・ 燮 ・ ・ キ
ー

獻 　 　 　 コ

PF1　終丁 　PFS　薬 品検索　PFIS 　画面取r肖　 PF2U 　画面修 正　PF24 ．確 討

」

Fi9．3．配 合 変化管理 マ ス タ登 録変更 処 理両 面
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Tablc⊥，　 PVC 製 輸 液 セ ッ トを 使 用 し た 場 合に，医

　 　 　 薬 品 の 耳又着 も　し く　は 車兪1夜・ヒ ッ　トカ・ら a）口」
．

　　　 塑 剤 の 溶 出が 報 告 も し くは 懸念 さ れ て い

　 　 　 る注 射薬

商品名　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶 解補助 剤

イ ム ネ
．一

ス 注35万 単位　　　　　　　　　　　　 厂ξ「！ ソ ル へ一ト即

イ ／ ト ラ フ ァ ノ ト20 ％ 200m し　　　　　　　　　　　大豆 曲

イ ン トラリポス 20％ 100mL ．同 2D％ 25UmL　　　 大量 匚由
オ ル ソ ク ローン OKT3 庄射液 5m 農　　　　　　 ポ リ ソ ル へ．一ト踟

グ ラ　ン ，．主阜「液 75 μ　g「　「司匸50 ノ
‘　ビ，　1司M300

μ　g　　　ホ
．
リ　ソ 1レ’＼一　ト SO

ケ イ ノ
ーN 庄 1Dmg 　　　　　　　　　　　　　　　　胡麻 曲，大豆 レ シテ ン

サ ンデ ィ ミュン 庄射蔽250mg 　　　　　　　　　　ポ リオキ ン エ チ レ ン ヒ マ シ油

1
．主射用司 ン ラ ビ ン 200m 霧　　　　　　　　　　　　　ポ リオ キ シニヴ

．
レ ン 硬 化 ヒ マシ油

タキ ソ ール 庄 3DmB，同 10Umg　　　　　　　　　 ポ リ オキ ンエ チ レ ン ヒ マ シ「．由
ダ キ ソ テ ー．ル 庄2伽 9、1・190m9　 　 　 　 　 　 ・1聾 ソ ル ヘート即

テ ィ プ リハン 1
．
鵜
・1液 i％ZOmし，同 1％ SOmL 　　　　大豆 r由，卵黄 レ シチ ン

ニ ト冂
一

ル 注 5m9 　　　　　　　　　　　　　　　　 プ 冒 ピ レ ン グ リ コ ・一ル

ニトロ グ リ七 リ ン ず主
．ACC5 αr

鷹　　　　　　　　　　ブ 冒ビ レ ングリコール
7・2．MV 且．9匚．主5mL 　　　　　　　　　　　　　 ポ 1∫ ソ ル ヘートSO

ノ イ ア ’ブ注50
μ 房 ．同 匸00

μ g，1司250 μ 窪　　　ポ リソル ヘート9ひ

パ ル クス庄 5 β g ，同 1｛，巨g 　　　　　　　　　　　 ダ ♂ス 油，騨黄 レ ンチ ン

プ 卩 グ ラ フ 注射蔽5m 菖　　　　　　　　　　　　　　ボ
1
ノ才キ シ エ テ ン 7 硬 化 ヒ マ シ 磁

フ ロ リ
ー

ドF 庄 20Dmg　　　　　　　　　　　　　ポ リオ キ ノエ チ レ ン 硬 化 ヒマシ疝

、ワ ス ロ
ー1レ注 5m9 ，汚「25冂19

ユヘラ庄 100m呂　　　　　　　　　　　　　　　 ポリオキ ンエチ レンヒマシ曲

ラ ス テノ ト庄 1σOn 唱　　　　　　　　　　　　　 ボ リ ソ ル へ・ト 脚

リ プ ル 5μg．同 1U
μ g　　　　　　　　　　　　　大豆油 ，卵 黄 レシチ ン

リ　メ タ ソ ンユ 5mg 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大豆f由，　卵黄 レ シ チ
．
ン

ロ ピ オ
．
ン序50mg 　　　　　　　　　　　　　　 胡 麻仙 ，大豆 レシチ ン

　注意情報管理 マ ス タに は，注意情報管理 マ ス タ 登録変

更処理 画 面 〔Fig．4 ）よ り，薬品 コ
ー・ドを キーと して ，溶

解操作時，保管時お よ び 施用時 の 注意 を そ れ ぞ れ 漢 字50

文字 以 内 で 登 録す る．注意情報 を有す る薬品が オーダ さ

れ た 場合 に は，注射指示 せ ん に 1RP ご と に注 意情報 を

出 力 す る．

2． 注射薬監査支援 シ ス テ ム

　 1）患者情報 モ ニ タ シ ス テ ム

　薬剤師の 監 企 を よ り信頼 性 の 高い もの とす る た め，経

日的 な 監 査 支援 と して患者情報 モ ニ タ シ ス テ ム を 構築

し．画 面 表示 お よ び リス ト出 力 を可 能 と した．

　患者情報モ ニ タ シ ス テ ム は，処方 オーダ リ ン グ シ ス テ

ム，注射 オ
ー

ダ リ ン グ シ ス テ ム ，検 査 オー一ダ リ ン グ シス

テ ム ，給食オ
ー

ダ リ ン グ シ ス テ ム お よ び看護記録 シ ス テ

ム な ど当院の 電 算機 シ ス テ ム の データ を活 用 し，患者 ID

お よ び検索 日の 入 力 に よ り，（1）患者基本情報，病名，

給食指示 デ ータ，検索 目の
．
前 3 日間お よ び 検索 日以 降 7

日 間 の 処 方 データ （Fig．5 ），〔2 ）検索 Flよ り前 3 日間 の

実 施注射薬 デ
ー

タ と検剰 」以 降 7 日 間の 注射指示 デ
ー

タ

〔Fig，6 ）お よ び （3 ）過 去 3 回 分 の 臨床検査結果 （Fig．7 ）

を画面 切 り替 えせ ず に参照 可 能 と した．

　臨 床検査結 果 に は 当院採用薬品 の 添付 文 書 に 副 作 用 と

して記 載 さ れて い る 検査項 目を集 61
．
し，記載頻 度 の 高 い

順 に 25項目を共通項 目 と して表示 す る．薬品 に よ り特徴

の あ る 検査 項 目が あ り，こ れ に対 応す る た め 薬晶別倹 査

〆

〆．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20021015

　 注意情 報管理マ ス タ 登録変更 処理

3傷 35 　　サ ン ラ ビ ン庄射用 200mg

tOmg に 対 し lml．の 蒸 留 水 を 加 え 、沸 騰水 谷 巾 で 約 10
分 聞 振 り混 せ な が ら 加 熱 し乳 自 色 と な る ま

．
e 容 解 す る 。

薬 品 コート

春解操作時

保管 時　　　　溶 解 後 は 直 ち に 使 用 」 、や む を 得 ず 保 存 す る 場 合 に ぽ 5

施用 時 ．

度 以 下 で 保 存 し 、4s 時 間 以 内 に 使 用 つ る ，

ニト ロ グ リ セ リ ン 用 輸 液セ ノトを使 用 づ る こ と 。

内容確認。正 ： PF24 、誤 ：PF キ
ー

選択

PFI 終 厂　PF ポ 棊品検索　PF1ポ 画 「臼1取 消　PF20
’

［白1面修正　PF24 　確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Fig．4，注 意 情報 管理 マ ス タ登録変更処埋 画面

項 目メ ン テ ナ ン ス 画 面 を作成 し，薬品 ご とに 5検査 項 目

ま で を設定可 能 と した （Fig．8）．

　 2 ＞抗悪性腫瘍剤施用 前患者 チ ェ ッ ク シ ス テ ム

　種 々 の 抗悪性腫瘍剤 の 併用療法 に 対応す る と同 時 に医

療事故 を回避す る た め，当 院 で は 骨髄抑制 の 強い 抗悪性

腫瘍剤 を施用する 際 に医師は 注射 オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム

に よ る 入 力 と と もに，抗悪 性腫瘍剤施用前確認票 （以 下，
チ ェ ッ ク リ ス トと略す ）（Fig．9）を薬剤部 に 提出す る ．

　チ ェ ッ ク リス トは薬品 ご とに当院独自で 作成 し，患者

基 本情報，疾患名，身長，体重，併用薬，プ ロ ト コ
ー

ル 名 ，

抗悪性腫瘍剤投与歴，臨床 検査 値 な ど を記載項 目 と して

い る．病棟控 え裏面 に は調 製 時，保管時お よび 施用時 の

注意 と と もに 血 管外漏出時の 処 置 な ど を記載 し て い る．

Fig．5．患 者 モ ニ タ画面 （基本情報 ・処方 ）
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Fig．6．患 者
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モ ニ タ 画 面 （注射）
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Fig．8．薬晶別検査 項 目メ ン テ ナ ン ス 両面

鄲 騨 翼 蘿一

　薬 剤 師 は チ ェ ッ ク リ ス ト受領後 に プ ロ トコ
ー

ル の 内

容，投 与薬剤，投 与量，検査項 目 お よ び適 応 疾患 の 確 認

を行 い ，検査 オーダ リ ン グ デ
ー

タベ ー
ス の 検査結果デ ー

タ と 照 合 し た 後 に 注射薬 の 払出を行 う．払 出 後 は病 棟担

当者 に抗悪性腫瘍剤施用 の 旨を連絡 し，病 棟 担 当 者 に よ

り投与後 の 患 者モ ニ タお よ び副作用 の フ ォ ロ ーを 実施す

る ．

3， 注射薬情報提供 シ ス テ ム お よび 注 射 薬 監 査 支 援 シ ス

テ ム の 評価

　 1 ）注 射 薬 情 報提供 シ ス テ ム

　入 院 ／3病棟 の 看護師 に 対 し注 射 指 示 せ ん に 出力 して い

る注射薬情報 〔電解質
・
糖 質情報，配合変化情報，施用

時 の 注意情報 お よ び 注 射指示せ ん を使用 した情報提供全

体）に つ い て ア ン ケ ートを 実 施 した ．病棟 お よ び 診療科

に よ る 偏 り を除 くた め ア ン ケ
ー

トの 依頼数 は 1 病棟 5 名

〔総数65名）と し，回 答者の 選出 は経験年数 に 偏 りが 牛 じ

な い よ うに 病 棟看護師長 に 依頼 した，

2 ）注 射薬監査 支援 シ ス テ ム

　経験 1 − 8 年 の 薬 斉「」師 5名が．過去 3 日お よ び 未来 7

日 間の 処 方内容，注射内容，直近 3 回の 検査 結 果 お よ び

病名の 確認 の た め 患者情報モ ニ タ シ ス テ ム お よ び 各 オ
ー

ダ リ ン グ シ ス テ ム 〔処 方，注射．検査，給 食お よ び 看護

記録 〕を使用 した 時 の 画 而 展開 に 要す る 時闘 を 測定 し比
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テ ラ ル ビ シ ン 注射 用　施 用 前 確 認 票

診療 科 担 当医師名
記 入 日 平成 年 月 日 用予定 日 平 成 年　　月　　 日

患者 ID 性　別 男　　女
患者氏名 生 年月日 平成 年　　月　　日　　　　　　 歳
身　長 cm 体　重 k 体表面積  

適応疾患

口

口

口

匚］

頭頚 部癌

胃癌

卵 巣癌

患性 白血病

ロ

ロ

ロ

ロ

乳癌

尿路上皮癌

子 宮癌

悪性 リン パ腫

（口 膀胱 癌　口腎盂 ・尿管腫 瘍）

投与方法

口

〔コ

静注

動注

L〕
口

1法 （3〜4週 1回）

III法 （週 1 回1
　　　口　 Il法 （3〜4週 2 回 ）

口 　 四 法 （連 日）　 口　 V 法 〔連日）

口 膀胱内注入 プ ロ トコ
ー

ル名

治療ス ケジ ュ
ー

ル

薬品名 累積投 与量 注 意 事項
テラル ビ シン m ／   ／ Bod ｝ア ン トラ サ イ ク リン 系薬剤未治療儲 で本剤の

他 の ア ン トラサ イク

リ ン系薬剤投与歴

mg ／  （

mg ／   （

mg ／ kg（

mg ／Bodymg
／ Bodymg

／ Body

総投与筮 が950階9／  葛超える と う っ 瓜 性

心不欝 蕀こ しやす値 姦 　　　
・、；霧

他の 君乞 トラサ イク リ閉系寨削嶺 』毒性 を騫

他の 抗 癌剤投与歴

mg ／   （

mg ／   （

mg ／   〔

mg ／ kg（

　 　 　 　 　 m

mg ／ BQdymg

／Body｝
mg ／ Body ）

mg ／ Body

　 ／ Bod

　　　内「 内
す る寨剤に よる鷏治療蹕が阪界置に 遷 して い

る場合には心筋障審 が発現 しや すい ，　　　　　　　　　　内
段与前の 心綴 鄰あ る い は縦隔 へ の放射線照　　　内
射 、ア≧ トラ サ イ ク リ鳶系薬翻投与歴のある
儲 ｛薦飼総授与猛耀 99  ／髄 趣る二，
患音に心機能検賚を行戚慎塑に 投零す る 。・

岬放射 線治療 実施 口 な し 口 あり

投与可能 慎蠶 設与 注意事項
心機 能異 常

その 既往歴
口 な し ’；叫F

内沸 二実 蓴
鵬皹

痛 等）

心 筋障害 〔心電図異 常、蘋脈、不整 脈、胸

　　　 、心 不全 が な い 、、　　　　「　　〕「
〆
い

　
宀 口 な し

，瀞 ∴
’

　　内P
： β

P

肝障害
　．3 し

　GOT
ビ リル ヒ ン

Iu、
　，乳

あり 灘 編

GP 購
　 　 森

鐸
牌 100 田 以下又は初回投甚韵値の 2借以内 ザ

¢ リル ビ ン 照 rロ9／dL珱 淑 で滅鬱す る。・内r P
賢 障 害

　 口な し

血清 ク レ ア チ こ ン魯

　　　内内
∫匯 あり

・
　
；．甥 ζ

』
髦

マ 邸尿中にP囁P　　　　　　　勲 るため  屠ク燕 ア チニ ン が ・：，

！5   ／dL厳 賓偵璽搬 与 しこ　5麺9／ dL壗 上 で礒峩
　 　 　 　 死　　ズ　

・囁

骨髄機能抑制
　日な し

白血 球 数
血小板数

，；；内　こ，
ε

ヒ　，
遣　争

P
白搬 球数2000 ／ 閉 m 　島1上 で ある こ と。
臓小板数7（1墜〜q／m 酌 　以上であ る こ と。、．

染症の 合 并 口 な し
匸

で
−囁　β、 髄 1により　　増悪の 巳　　が ある。臼

，
亠

齢 者　 65 以上 日 な し ・
腎 じ　下 に 冫　　 る。’

小児 口 な し 匸］あり 性腺 に対 す る影響 を考慮 する こ と。
冨 い こ　。　 ロ しこ ・　　　　 ・彡

口
口な し 内 灘 ず　 生

い・授乳中の患者 は 、攪乳 を中止 す る こ と。動物実験 に よ り乳汁中 へ の 本剤の移行が 報告 さ れ て い る ．・水痘発症 時 は投与 を避 け、軽快 または 治療後に投与す る 。本剤 の 使瑁 に よ り免疫力が低下 し、その結果、水痘

患 者では 髄膜炎等の 致命 的な全身障害 が発症 す る事が あ る 。・感染症 ・
出 血 傾 向の発現 または増悪に 十分注 意 する こ と。・心筋障害 、骨髄機能抑制等重篤 な副作用 が お こ るこ とが あるの で 、頻回 に 臨床 検 査 （血液検査 、肝機能検査 、

腎機 能検査、心機 能検査等）を行 うなど患 者の 状態観察 を十分に 行う こ と。

Fig．9，抗 悪性 腫瘍 剤施 用 前確認票

較 した．統計的解析 は Student’s　t 検定 を行 い ，

pく 0．05の 時 に有意 と判断 した．

結果お よび考察

い ずれ も

1． 注射薬情報提供シ ス テ ム

　看護師58名 よ り回答を得 た （回収率89％）．

　　1 ）電解質量 ・糖質 ・輸 液量 情報

　電 解質量 ・糖質 ・輸液量 情報の 提供 に 対す る ア ン ケー

ト結果 を Table　2 に 示す，

　電解質の 表示 に つ い て は 回答者 の 60％ が 「RP ご との

電解質成分 お よ び含 有 量 が 容易 に わ か り便利 で あ る」 と

考 え て い る こ とが 明 らか に な っ た，

　糖質含量 の 表示 に つ い て は 「便利で あ る」 との 回答 が

Table　2．ア ン ケ ート結 果 （電解質量
．・糖 質 ・輸 液量 情報）

回答内 容 回答率

電解 質成分お よび含量 が容 易 に わか る ため便利で ある 60％

糖 質量 が容 易 にわ か る た め 便利 で あ る 48％

ア ミ ノ酸 量 が容易に わ か る た め便 利 であ る 29％

輸液速度 の 計算が容易と なった 52％
RP ご とに 記 載 され てお り注 意 しや す い 34％
指 示せ ん とは 別 の 用 紙 に ま とめ て 記 載 して ほ し い 21％

注 射 薬 ラベ ル にも記載 して ほ しい 14％

電解質 ・糖 質 ・ア ミノ酸 情報 が提供 さ れ る必 要 はな い 7％

毎回 同じ内容で あ り、処 方初 回 時 （処 方変更時〉の み 出力 で よ い 17％
い ろ い ろな情 報 が混 在 して お り注射指示せ ん が見づ ら くな った 40％

文字数が 少 な く情 報量 が 少 な く中途 半端で ある 3％
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658．一　　　　　　　　　　
．・．
　　　　　　　　

…

48 ％ あ っ たが ，ア ミ ノ
．
酸含 頃

．
の 表示 に つ い て 「便利 で あ

る」 と した 回 答者 は 29％ と低値 で あ っ た．

　輸液総 量 の 表示 に つ い て は 回答者の 52％ が 「輸液速度

の 計算 が 容易 とな っ た 1 と回答 した ．一
方，「情報 に よ

り用 紙 が 多 くな り注射指示せ ん が見 づ ら くな っ た」 との

回答が 40％，「毎回同じ内容 で あ り初回処 方時 の み で よ

い 」との 回 答が1796あ っ た．

　電 解 質量 ・塘質 ・輸液量
．
情報 の 提供 に よ り，医師お よ

び看護師へ の 電解質平衡 へ の 注意喚起 が 図 ら れ ，点滴速

度 な どの エ ラ
ー

発生 が 抑制 さ れ，適正 な 輸液管理が
．
）i！
’
能

と な る と考 え ら れ た ．

　 2） 配 合変化情報提供 シ ス テ ム

　配 合変化情報 の 提供 に 対す る ア ン ケ
ー

ト（Table　3）で

は 「配 合変化 が 容易 に わか り便利」との 回答が91％ と 高

値を示 した．欠い で 「配合変化情報 が RP ご と に 記載 さ

れ て お り注意 しや す い 」 との 回答が48％ と約 半数あ り，

「見 落 と し 防止 の た め 注射薬 ラ ベ ル に も記載 し て 欲 し

い 」との 回 答が24％ あ っ た．「同
一RP だ けで な く同

．一・

注射 せ ん 中の 配合変化情報が 提 供 さ れ る こ とに よ り，側

管 か ら投与す る 注射薬 の 配 合変化 の 危険性 も確認 で き

る」と，配合変化情報提供 の 評価 は 高 か っ た．

　近年，薬剤部 で 輸液剤の 混合調製を実施 して い る 施設

数 は 増 加傾向 に あ る が，大部分 の 末梢注射液 は 病棟 で 混

合調 製 され て お り，配合変化 例 （薬品 の 組合せ ）は病棟で

看護師 に よ り発 見 され る場 合 が 少な くない ．同 じ組合せ

に よ る 配合変化 の 繰 り返 しは，廃棄 に よる病 院 経営上 の

損失 の み な らず，患者 に 有牢事象 を もた らす 可 能性 も あ

り，配含変化 の 発 生 防 1L は薬品管理 上 重要 な 課題 で あ

る ．

　 しか し，薬剤師以外の 医療関係者が す べ て の 注 射 薬 配

合変化情報 を把握す る こ と は 困難 で あ り，看護師か らは

竃解覧 量や 輸 液総量 と と もに 配合変化情報 の 提供希望が

多か っ た，そ れ に対 し，当院県 剤
：
鄙で は看 護 師 の 協力 を

得て 配合変化例 を収集 し， その 組合せ で 配 合 友化 を 起 こ

す か 召 か の 検証の 後 に，本 シ ス テ ム に て 配 合変化情報の

フ ィ
ードバ ッ ク を行 う．

　 本方法が 配 合変化 に関 わ る 情報提供手段 と し て 有効 で

あ る こ とが 明らか と なっ た，

Tabte　3．ア ン ケート結 果 （配合変化情報）

回答内容 回答率

配含変 化が 容易に わ かる た め便利 で ある 91％

配合変 化情報が RP ご とに記 載 され てお り注 意 しや すい 48％

指示せ ん とは別の 用紙 に まとめ て記載して ほ しい 10％

注射 薬 ラ ベ ル に も記載 して ほ しい 24 ％

い ろ い ろ な
．
膺報が 混在 し て お り注射指 示 せ んが見 づ ら くな ワた 14％

医療薬学 Vol．29，No ．5 （2〔〕03）

　 3 ）溶解操作
・
保管

・
施用時の 注意情‡1丈提供 シ ス テ ム

　溶解操作
・
保管

・
施用 時 の 注意情報 の 提供 に 対す る ア

ン ケ
ート（Tab且e　4 ）で は，「振 勉 禁 止 な ど 詞 製時 の 注意

が谷易 に わ か る た め 便利 で あ る 」との 回答 が 67％
，

以 1・
．

「使用 ロ」
．
能 な溶解液の チ ェ ッ ク に便利で あ る 」66％ ，1溶

解操作時，保 管時 ，施 用 時 な ど 区 分 さ れ て お りわ か りや

す い 」62％，「施用 時 の 注意 が 容易 に わ か る た め 便利 で

あ る 160％ と注意情報 に対す る 弄価 は高 か っ た．少数で

は あ っ た が 「看 護 師 が 注意事．項 を把握 して お くこ と は必

要で あ り Rp ご と の 表示 は 知識不 足 を締 い 「L落 と しが な

くな る の で 良 い 」，1色分け して ロ立 つ ように して 欲 し

い 」 とす る 意見 が あ っ た ．

　溶解液，溶解操作時，保管時 お よ び 施用 時 の 注 意事項

な どが詳細 に 規定 さ れ て い る注射薬 に 対 し，規 定をLt　，〕t

しな い で 施 用 した 場合 に は，患者 に 有害事象をもた らす

こ と が あ る ，著者 ら は こ れ ま で に Tween 　80，　 HCO 　60な

どの 界 面活性剤を溶解補助剤 と して 含有す る 注射薬 を施

用 す る 際 に PVC 製輸液 セ ッ トを使 用 す る と，　 PVC 製輪

液セ ッ トへ 内容医薬品が 収着す る こ と
ttl／
，さ ら に PVC 製

輸液 セ ッ トか ら PVC の 口∫塑 剤 で あ る DEHP が 溶出す る

こ と を 報告 し て い る ．内容医薬 品 の 収看 に よ る 含量低

下 は 適 11三な薬物治療 の 障害 とな る と と もに，DEHP な ど

の 異物 の 体内へ の 流 入 は見逃 す こ との で きない 重要な現

象 で あ る と考 え る．著者 ら は，こ れ らの 薬物施用時 に は

非 PVC 製 の 輸液 セ ッ トの 使 用 を勧告す る と と も に ，薬

剤部 に お い て 溶解補助 剤 を含有す る 注射薬 を払 い 出す 際

に は 非 PVC 製 の 輸 液 セ ッ トを添付
．
して い る．しか し，

「PVC 製 輸 液 セ ッ ト と 比 較 し て 高仙 な 非 PVC 製 輸 液

セ ッ トを病棟 に常備 し，すべ て の 注射薬 に 対 して 非 PVC

製輸液 セ ッ トを使用す る こ と は コ ス ト増加 を きた す」，

ま た，「
．．
医 師 ・看護 師が，すべ て の 薬品 に つ い て 溶解操

作，保管お よび施 ！l目時の 注意亊項 を記憶 して い る こ とは

困難 で あ る」な ど の 問夙皇点が 考え ら れ た．こ れ らの 問 題

点 を解 決 す る手段 と して 注意情報提供 シ ス テ ム は 有用 で

あ る と考える．

Table　4．ア ン ケ ート結 果 （使用 時 の 注 意情報 ）

回答内容 回答率

使用 可能 な溶解液の テ
．エソ ク に 便 利 であ る 66％

溶 解操 作時、保管時、施用 時な ど区分 されて お り、わか りやすい 62％

振 磁 禁止 な ど調製時の 注意 が 谷易 に わ か る た め 便利で あ る 67％

安定性 な ど保 管時 の注 意が 容 易 に わ か る た め 便利で ある 60％

施用 時 の 注意 が容 易 に わ か る た め 便利で あ る 60％

指示せ ん に RP ご とに 記載 され てお り注 邑しやす い 36％

指示せ ん とは別 の 用紙 に まとめ て 記 載して ほ しい 12％

注射 薬 ラ ベ ル に も記載 して ほ しい 19％

い ろ い ろ な 情報が 混在 して お り注 射指 示 せんが 見 づ ら くなった 22％
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　 4 ）注射指示 せ ん を使用 した情報提供奈 体

　注射指示 せ ん へ の 情 報 提 供 全 体 に つ い て は，そ れ ぞ れ

の 件数が 少なく数値 と して は示 さ な い が 「注射指示せ ん

に 毎回出力される こ とで，見逃 しが な く，繰 り返 し目 を

通す こ とで 理解 で きる 」，「経験年 数 の 多少 に 関 わ らず 同

じ レ ベ ル で チ ェ ッ ク で きる の で 良い 」，「新人 教育に も良

い 」 と評価す る　
一
方 で ，「情報提供 は 良い と思 うが，看

護 師が情報 を 見落 と した場合 に看護 師の み の 責 任 と な っ

て し ま う可能性があ る」， 「薬剤師 が 情報提供 の み で 臨床

現場 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を取 らなくな っ て は 困 る」 な

ど，情報 が 「押 しつ け に なる の で は 」 との 不 安感 も示 さ

れ，情報提供 と と もに臨床 で の 薬剤師の サ ポ ート体制の

充実が 必要で あ る と考えられる，

2． 注射薬監査補助 シス テ ム

　 1＞患 者情報モ ニ タ シ ス テ ム

　患者情報モ ニ タ シ ス テ ム お よび 各 オ
ー

ダ リ ン グ シ ス テ

ム を使 用 した患者情報 （処方 デ
ー

タ
， 注射 デ

ー
タ，検査

デ
ー

タ，給食データ お よ び 看讓i記録）確認 に 要す る 処 理

時間の 比較を Tab 且e　 5 に 示す，

　患者情報モ ニ タ シ ス テ ム は各オ
ー

ダ リ ン グ シ ス テ ム 使

用時 と比較 し，薬剤師の 経験年数 に 関 わ らず処理時間が

有意 に短縮 した．各オーダ リ ン グ シ ス テ ム 使 用 時 に は 経

験年数 に よ る差 は 認め られ な か っ た が，患者情報 モ ニ タ

シ ス テ ム 使用時 に は経験年数 2年未満 と 2 年 以 Eで は処

埋時間 に 有意差 が 認め ら れ た．

　疾患の 治療，特に 注射療法 は 大部分 が プ ロ トコ
ー

ル に

した が っ て 実施 さ れ て お り，監査 に あ た っ て は施用前後

数 日間 に 施用 され る薬剤 との 相 互作用 や 患者 の 状態変化

に よ り施用可 能 か 否 か の 判断も必 要 とな る．

　しか し， 個人 1 日分払出 方法で は，注射指示せ ん か ら

は 1 日単位 で の 注射指示情報 しか 得ら れ ず，複数 日 に

渡 っ た監 査 は実施 で きない ，こ の た め 注射薬払出時 に は

病棟 ご とに 担当薬剤 師を決め 経 日的 な監査 の 実施 を 図っ

た が，個 人 の 記憶 に 頼 っ た 監査 で は 薬剤師の 経験 年数 に

よ る 能 力 差 もあ り，注 射指示 せ ん と して 出 力 さ れ て い な

い 未来 の 指 不 を含め た監 査 な どの 点 で は 限界が あ っ た．

　 しか し，患 者情報モ ニ タ シ ス テ ム の 導入 に よ り，同
一

画面 に すべ て の 情報を出力 で きる た め 反 復 確 認 が 容易 と

な り，確認処理時 間 の 短 縮 と と もに 反復確認 が 容易 と

な っ た こ とに よ り監査の 質的な向 Eが 図 ら れ 患者情報モ

ニ タ シ ス テ ム の 有用性が 示唆 さ れ た．

　 2 ）抗悪性腫瘍剤施用前患者チ ェ ッ ク シ ス テ ム

　癌の 治療 は，診断の 確立 ・症状 の 正確な把握 の 後 に，

外科的治療
・
放射線治療 ・薬 物 療 法 な どの 中 か ら最善の

プ ロ ト コ
ー

ル が 選択 さ れ 実施さ れ る．最近 の 薬物療法

は，新 た な作用 を有する 抗悪性腫瘍剤が市販 され た こ と

に よ り選択枝 が 増加 し，効果 増 強 ・副 作 用 の 軽減 を 目 的

と した プ ロ トコ
ー

ル も著 し く進歩 し，さ ま ざま な 抗悪性

腫瘍剤が 併用療法 に よ り施用 され て い る
J）．

　　
・
方，抗悪性腫瘍剤 に よ る 医療 事故 は患 者 の QOL の

低下 の み で な く，
生 死 に 関わ る 事例 も多く，こ の 対策 と

して 注射 オーダ時 に 3文字以上 の 入 力 が 推奨 さ れ て い る

が，3 文字入力 の み で は 医師 の 勘違 い に よ る指 示 ミス に

は 対応 で きな い ．

　ま た，癌 の 治療 で は疾患 の 特殊性か ら効果 の 強 い 薬剤

が求め られ，抗腫瘍効果 の 増強 と と もに細 胞 毒 生 や 血 液

毒 「生な ど重 篤 な 副作用 の 発現率 も上 昇す る，骨髄抑制 な

どの 副作用 が 強 い 薬剤 で は，
一

定 の 休薬期 間 を設定した

問 歇投与法が 実施 され て お り，休薬 に よ る 血 液成 分 の 回

復 を待 た ず に 抗悪 性腫瘍剤 を 再度施用す る と重篤な骨髄

抑制 に よ る 予後不良 の 結果 を招 くこ とがある．

　実際 に 当院で は 注射オーダ 時の ハ ン ドリ ン グ ミ ス に よ

る 類 似 名 称 医 薬 品 の 誤選択 や 施用量計算 ミ ス な ど が ，

チ ェ ッ ク リス トに よ り判明 して い る ．さら に，本 チ ェ ッ

ク リス トは薬剤師の 監 査 資料 で あ る ば か りで な く，若 手

医師に対 して は 抗 悪 性 腫瘍剤 の 施用前 に 最低 限確認すべ

き事項と して教育に 活用 され て お り，抗悪性腫瘍剤施 用

に 関す る 有用な情報媒休で あ る と評価 さ れ て い る ．こ れ

らの こ とか ら本 チ ェ ッ ク シ ス テ ム は 抗悪 性腫瘍薬 の 適 正

Tablc　5．患者情報確認 に 要す る 処理 時 間の 比 較

薬 剤 師の経験 年数 8年　　　　4 年　　　　2 年　　　　1 年　　　　上年

N ．S、
才
一

ダデ
ー

タ使 用時の 所要時
間 〔秒〕

744533 　　　　 658672526

166152 　　 　 　 139216203p
く 0．005

患者 モ ニ タシ ス テ ム 使用時の

所要時 間 （秒 ｝
P＜ DO5

処理時 間短縮率 22．3％　　　　　285 ％　　　　　21．且暢　　　　　32、1％　　　　　3呂、6％
処 力内 容確 認の た め の ［ D 入力待 ち状態 の 画面 か ら5月3日

一一5 月9 日 の処 方 1勺容 お よ び 庄射 内容 の 確 認 の 後、
過去 3 回の 生 化学 検査結果確認 し、病名確 認 して処方 内容確認 の た めの ID 入力待 ら状態 画面に戻 る まで の 時 間．
デ
ー

タの 出 力 時間 を含ま な い ．
処埋時間短縮率＝患者モ ニタ シ ス テ ム使用時処理時間／各オ

ー
ダ デ

ー
タ使用 時処理 時間

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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使 用 に 有用 な シ ス テ ム と考 え ら れ る ．

　注射薬 に よ る 医療過誤 が 多 く報告 さ れ て お り，医薬品

の 安全管理者 と し て 薬剤師が 過誤防 止対策 に か か わ る こ

とは 重要 な 責務 で あ る と考 え る．しか し，大部 分 の 病 院

薬剤部 ・薬局で は，多量 の 処方 や 注射 に か か わ る 業務 を

少数 の 薬剤師が 短時間で 行 っ て お り，過誤防止 を個 人 の

能力 の み に 頼 る こ と に は 限界が あ り，業務の サ ポートと

して 電算機 の 有効利用 は必須 で あ る．

　 注 射薬情報提供 シ ス テ ム お よび 注射薬監 査 補助 シ ス テ

ム を付加 し た 注射薬院内受払 シ ス テ ム の 構築 に よ り 〔1）

過誤防止に最 も有効な 「個人施用単位 ご と の 払 出 」を実

施 しつ つ ，〔2 ）「過去
・
未来 に わ た る 処 方監 査，適 正使

用 チ ェ ッ ク 」 を 可能 と し，（3 ）1患 者個 人 注 射 指 示 せ ん

上へ の 注射薬情報出力」 な ど注射薬 の 適 IE 使 用 お よ び注

射薬 に よ る 過誤防 II
・．に 対す る 医薬 品 の 安全管 理 者 と して

の 薬剤師業務 の サ ポー ト体 制 の 充 実 が 図 る こ と が で き

た．

　以 Lの 結果 か ら，注射薬情報提供 シ ス テ ム お よび注射

薬監査支援 シ ス テ ム を付加 した注 射 薬 院 内 受払 シ ス テ ム

は，病院全体 と して の 医療 の 質的向上 お よび 過 誤 防 LLに

貢献す る 有用 な シ ス テ ム と考 え る，
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